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1 令和2年12月 株式会社図書出版

1 平成27年3月 日本体育大学大学院体育科学研究科

2 平成27年9月 『日本体育大学紀要』第45巻第1号

3 平成28年3月 『日本体育大学紀要』第45巻第2号

4 平成28年6月 日本基礎教育学会第21号

5 平成29年3月 『オリンピックスポーツ文化研究』第2巻

6 平成30年3月 『オリンピックスポーツ文化研究』第3巻

7 平成30年12月 『運動とスポーツの科学』第24巻第1号

8 平成31年3月 『運動とスポーツの科学』第24巻第2号

9 令和元年6月 『オリンピックスポーツ文化研究』第4巻

10 令和元年6月 『オリンピックスポーツ文化研究』第4巻

11 令和元年10月 『運動とスポーツの科学』第25巻1号

12 令和元年12月 『神戸医療福祉大学紀要』第20巻1号

13 令和2年6月 『日本体育大学スポーツ科学研究』Vol.8

日本体育学会、日本スポーツ社会学会、日本スポーツ産業学会、日本スポーツマネジメント学会、
日本運動・スポーツ科学学会

マラソン大会が地域に及ぼす経済効果：全国紙の新聞記事を用いて

大学指導者がオリンピック出場から受けた影響
－レガシー研究に向けた基礎的考察－

2020年東京大会における関心と期待
－行政の取組みやホストタウンの視点から－

保健体育科教諭の職務における期待認知に関する研究
－A地域中学校保健体育科教諭に着目して－

保健体育科教員の職務における役割期待に関する研究
－保健体育科教員と学校管理職の比較－

オリンピック・パラリンピック教育の現状と課題

体育学専攻大学生によるオリンピックムーブメントの理解度分析

体育専攻大学生におけるドーピング意識の国際比較

静岡産業大学　磐田キャンパス　講師

清宮　孝文
きよみや　たかふみ

職位 専任講師

取得学位 博士（体育科学）（令和3年3月）日本体育大学大学院

著書

日本体育大学　オリンピックメダリストの軌跡

研究テーマ
・スポーツボランティアに対するイメージと参加意欲の関連性
・スポーツボランティアに対する他律的イメージの形成過程

所属学会

最終学歴 日本体育大学大学院体育科学研究科体育科学専攻（博士課程）修了　

専門分野 スポーツ社会学、体育社会学、スポーツマネジメント

主な担当科目
スポーツ社会学、スポーツ経営学特殊講義A、スポーツ経営学特殊講義B、教養講座H、専門演習、
スポーツA、スポーツB

教育・研究内容

　私は、「ある事象に対して人々の中で通説にはなっているけど、目には見えていない」という抽象的なものを「視覚化」できることに魅力を感
じ、スポーツ社会学の分野で量的調査を用いて研究を行なってきました。
　現在、着目しているテーマは「スポーツボランティア」です。様々な場面でも同様のことが言えますが、受動的な者よりも能動的な者の方が、
能力を発揮することができると思います。しかし、スポーツボランティア活動では部活動や会社などで、強制的に参加した者が一定数存在す
ることが分かっています。そこで、私はスポーツボランティアを「やらされるもの」とイメージしている者に着目し、量的調査を用いて、活動に参
加する意欲との関連性を検証しました。その結果、「スポーツボランティアに対して他律的なイメージを持つ者は活動に参加する意欲も低下
する」ことが明らかになり、一つの通説を「視覚化」することができました。
　今後は、量的調査で明らかになったことを活かし、スポーツボランティア活動へのマネジメント方法を提案していきたいと考えています。

 Leadership Scale for Sportsを用いた3ヵ国比較研究：
信頼性・妥当性の検討から

学術論文
体育大学生の大学生活に関する研究
－大学生活への不安とサポートに着目して－（修士論文）

体育系大学生の大学生活不安に関する研究

大学生のスポーツボランティアへの参加・不参加動機:体育系大学生に着目して

福祉系大学生の学生支援に関する研究：大学生活不安尺度を使用して
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14 令和2年8月 『日本体育大学紀要』第49巻

15 令和2年8月 『日本体育大学紀要』第49巻

16 令和2年11月 『運動とスポーツの科学』第26巻1号

17 令和2年12月 『神戸医療福祉大学紀要』第21巻1号

18 令和3年3月 日本体育大学大学院体育科学研究科

1 平成26年11月
日本スポーツマネジメント学会
第7回大会（於広島経済大学）

2 平成28年3月
日本スポーツ社会学会
第25回大会（於一橋大学）

3 平成28年3月
日本スポーツ社会学会
第25回大会（於一橋大学）

4 平成28年7月
日本スポーツ産業学会
第25回大会（於順天堂大学）

5 平成29年7月
日本スポーツ産業学会
第26回大会（於立教大学）

6 平成30年6月
日本運動・スポーツ科学学会
第25回大会（於広島大学）

7 平成30年8月
日本体育学会
第69回大会（於徳島大学）

8 平成31年3月
日本スポーツ社会学会
第28回大会（於福岡大学）

9 令和元年6月
日本運動・スポーツ科学学会
第26回大会（於帝京大学）

10 令和元年8月
日本生涯スポーツ学会
第21回大会（於北翔大学）

11 令和2年3月
日本スポーツ社会学会
第29回大会（於秋田大学）

1 平成28年11月
日本体育学会体育社会学専門領域会報
2016Winter issue

1 令和元年6月 日本運動・スポーツ科学学会

受賞

日本運動・スポーツ科学学会　優秀論文賞（投稿論文の功績について）

体育学専攻学生のキャリア意識に関する研究：キャリア・レディネス尺度を用いて

スポーツボランティアに対する認識と参加意欲の関係性：体育系大学生に着目して

スポーツ系学科所属学生に対するキャリア意識の類型化

スポーツボランティア活動における大学生ボランティアのマネジメントに関する研究
（博士論文）

体育系大学生が大学不適応に陥る要因の検証：大学生活における不安に着目して

依頼原稿

「女性スポーツ」と「障害者スポーツ」への認識の変化

学会発表

オリンピック・パラリンピックにおけるボランティア関心度
－2020年オリンピック・パラリンピック合宿地利用者に着目して－

体育系大学生のスポーツボランティアに対する認識

体育系大学生の援助要請行動に関する研究

中学校保健体育教諭の役割に関する研究
－行動と期待の関係性について－

指導者のリーダーシップが選手に与える影響
－A大学サッカー部の指導者に着目して－

体育系大学生の現状と大学への期待

Leadership Scale for Sportsにおける3ヵ国比較研究
－妥当性の検討から－

大学生活不安の年次推移と運動部活動ドロップアウト者に関する研究
－体育系大学の学生に着目して－

スポーツボランティアへの不参加動機－体育系大学生に着目して－

ボランティアへの参加動機・不参加動機
－体育系大学生と一般大学生の比較から－

体育大学生の大学生活に関する研究
－大学の学生に対するマネジメントに着目して－
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